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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

（１） 弊社の取り組み事例

“スマートモビリティ推進コンソーシアムにおける自動運転バス実証実験”

（２） Ｖ２Ｘに向けた移動通信技術動向

“３ＧＰＰにおけるセルラーＶ２Ｘ標準化状況”

（３） 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会実現に向けた課題について
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（１） 弊社の取り組み事例 ～自動運転バス実現に向けた実証実験～

• 弊社は、スマートモビリティ推進コンソーシアムにおける、自動運転バス実現に向けた実証実験に
参加している。

• コンソーシアムでは、九州大学伊都キャンパスの多様な交通環境の中で、段階的に実際の公道に
近い環境に近づけながら自動走行実証を繰り返し行い、自動運転バスの社会受容性の向上と安
全性・利便性の検証を行っている。

スマートモビリティ推進コンソーシアム

２０１８年下期に九州大学伊都キャンパス内を循環する自動運転バスの
サービスインを目指して、九州大学、福岡市、ＤｅＮＡ、ドコモで設立

九州大学伊都キャンパスにおける実証実験概要

①自動運転バスの走行試験 ②安全・便利な機能開発

スマートモビリティ推進
コンソーシアム

特区ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の推進

実証場所

自動運転バ
スｻｰﾋﾞｽﾉｳﾊｳ

ネットワーク
人工知能
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（参考） 実証実験で検証予定の技術概要等

• 自動運転バスの走行試験における検証項目

 自動運転バスの社会受容性の向上、安全性の検証

• 更なる安全性・利便性向上に向けた検証項目

 運行管制技術：乗降数の予測に基づいて最適なルートで運行し時間短縮を図る

 音声エージェント技術：バス社内のサイネージを通じて運賃や目的地への行き方等を答えてくれる

 Ｐ２Ｘ：歩行者への危険検知や、歩行者の存在を積極的にドライバーへ知らせることを目的とした、歩行
者携帯物の安全装置により二重の安心を確保

Ｐ２Ｘ（イメージ）

運行管制技術（イメージ） 音声エージェント技術（イメージ）
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（２） ３ＧＰＰにおけるセルラーＶ２Ｘ標準化状況

• 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会において、セルラーは大きな寄与ができると考えられ、自動車業界と
移動体通信業界の連携に向け、セルラーＶ２Ｘ（※１）の検討が世界的規模で加速している。

• ３ＧＰＰでは、セルラーＶ２Ｘのうち、ＬＴＥ通信方式を活用したＬＴＥ-Ｖ２Ｘの標準仕様（※２）を作
成中であり、２０１７年３月末までにコア仕様の標準化が完了する予定。

（※１） 携帯基地局経由通信・端末間通信を用いた車（Ｖ：Ｖｅｈｉｃｕｌａｒ）と全て（Ｘ：Ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇ）との間の通信技術
（※２） 無線技術の他、サービス要求条件、ＮＷアーキテクチャ、セキュリティに関して標準化

Ｖ２Ｉ通信: 車と路側機
（Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）

Ｖ２Ｐ通信：車と人
（Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｐｅｄｅｓｔｒｉａｎ）

Ｖ２Ｖ通信: 車と車
（Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｖｅｈｉｃｌｅ）

2015（C. Y.) 2016 2017

SA1 技術検討

RAN WG V2X SI
V2V WI (直接通信)

V2X WI

SA2技術検討 アーキテクチャ

無線アクセス

SA1 WI ユースケース・要求条件

SA3技術検討 セキュリティ

サービス

Rel-13 Rel-14 Rel-15

SA2 WI
CTｘ WI プロトコル

SA3 WI

３ＧＰＰ各Ｇｒｏｕｐにおける検討スケジュール

Ｖ２Ｎ通信：車とﾈｯﾄﾜｰｸ
（Ｖｅｈｉｃｌｅ ｔｏ Ｎｅｔｗｏｒｋ）

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ
ｓｅｒｖｅｒ

Ｒｏａｄ ｓｉｄｅ ｕｎｉｔ
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（参考） 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現に向けた取組み

• 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現に向けた様々な検討が世界的規模で行われている。
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（３） 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会実現に向けた課題について

• 「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現に向けて、国際的規模で検討が加速してきているが、実現に
向けては、未だ、以下のような様々な観点での課題が議論されている。

• 我が国において「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会を早期実現するためには、自動車業界、移動体通信
業界、規制機関等、関係者による更なる連携に向けた意見交換の機会が必要と考えられる。
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• ユースケース、サービス
• 提供者（国、通信事業者、車ベンダー、ＪＶなど）
• インフラ構築、保守運用
• ローミング方法
• ファイナンス（収益モデル、通信コスト、保険）

ビジネスモデル

• 装置・システム認証、事業免許、責任分担
• 電波法、電気通信事業法
• 道路交通法、運転免許

法整備

• 自動車業界ロードマップとの摺り合わせ
• 標準化スケジュール
• マイグレーション

ロードマップ

• 専用周波数、（既存・将来）セルラー周波数、
アンライセンス周波数

• 周波数共用
• グローバル・ハーモナイゼーション

周波数

• カバレッジ、遅延、信頼性、モビリティ、
容量、 伝送レート、セキュリティなど

通信方式の機能・性能
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本資料に記載されている会社名、製品名などは該当する各社の商標又は登録商標です。
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いつか、あたりまえになることを
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